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令和４年６月 加茂市長定例記者会見 

Ｒ４．６．８（水） １０：００ 

 

１．新型コロナウイルスワクチンの 4回目の追加接種について 

 

加茂市では、新型コロナウイルスワクチンの 4 回目の追加接種について、

集団接種の開始を 7月 16日土曜日といたしました。 

4 回目の追加接種は、3 回目接種から 5 か月以上が経過した方のうち、60

歳以上の方と 18歳以上 60歳未満で基礎疾患を有する方、その他重症化リス

クが高いと医師が認める方が対象です。 

接種日は、7 月は 9 日間、8 月は 10 日間、9 月は 7 日間とし、接種時間は

午前 9時から 11時 30分、午後 1時 30分から 4時 30分までです。会場は、

加茂市産業センターホールで接種費用は無料です。接種券は、60歳以上の方

には、6月下旬より接種間隔を踏まえ接種日時指定のものを発送いたします。

60歳未満の基礎疾患を有する方は、自己申告により接種券の発送申込みをし

ていただき、接種券が届きましたら、ご自身のご都合にあわせて、コールセ

ンターへ電話するか、インターネット、市役所健康福祉課の窓口で予約して

ください。予約の開始については、後日ホームページや広報等でお知らせい

たします。 

ワクチンは武田モデルナ社のものを使用します。今まで使用したワクチン

と異なるワクチンを使用しても安全性や効果があることが報告されています

ので、安心して接種していただきますようお願いいたします。 

なお、引き続きコールセンターを設置して、平日の午前 9時から午後 5時

までワクチン接種のお問い合わせに対応しています。 

市といたしましては、国・県と連携してしっかりと取り組んでいくととも

に、決まったことから随時ホームページや広報等でお知らせします。 
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２．「市民バス」「のりあいタクシー」の愛称と公共交通のマスコット 

キャラクターの決定について 

 

加茂市では、加茂市の公共交通をもっと身近に、親しみを持っていただく

ため「市民バス」「のりあいタクシー」の愛称と公共交通のマスコットキャラ

クターを 4月 18 日から 5月 13 日まで募集いたしました。 

応募件数は、「市民バス」の愛称は 107 件、「のりあいタクシー」の愛称は

102 件、公共交通のマスコットキャラクターは 92 件でした。多くの方々から

応募いただき、大変ありがとうございました。 

応募いただいた中から、愛称、マスコットキャラクターを選定するため 6

月 6日に加茂市地域公共交通会議を開催し、委員の方々より選定いただきま

した。 

そこで、採用となったものを発表いたします。 

「市民バス」の愛称は「かもんバス」です。 

次に、「のりあいタクシー」の愛称は「かもんタクシー」です。 

そして、公共交通のマスコットキャラクターは「おでかもちゃん」に決定

いたしました。 

「市民バス」「のりあいタクシー」の愛称が採用となった方には、それぞれ

加茂オリジナル推奨品ギフトおよび加茂市商店街協同組合の商品券 1万円相

当分、マスコットキャラクターが採用となった方には、加茂オリジナル推奨

品ギフトおよび加茂市商店街協同組合の商品券 3万円分をプレゼントいたし

ます。 

採用された作品については、車両のラッピングや加茂市の公共交通に関す

る広告物などに使用させていただきます。 
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３．出水期を迎えるにあたってのお願い 

 

これから梅雨時期を迎え、水害を心配する季節となりました。 

市民の皆さまには、配布してある洪水ハザードマップと土砂災害ハザード

マップをご覧いただくなど、豪雨時の災害リスクと避難について再度確認を

お願いいたします。 

避難にあたっては、①早めの避難が重要であること、②ハザードマップで

自宅の２階以上が安全だと確認できれば、自宅の２階以上への避難も有効で

あること、③密集を避けるため、避難所だけでなく友人や親せきのお宅への

避難も考えていただきたいと思います。 

雨が予想されるときは、市からの情報、気象情報、県ホームページの河川

の水位等の河川情報に十分注意をしていただき、迅速に命を守る行動を取っ

ていただきたいと思います。 

なお、市では 6月 1日から携帯電話やスマートフォンを所有していない 65

歳以上の高齢者を対象に、災害が起きそうなときに事前に登録された固定電

話へ市から出される避難情報を音声メッセージでお知らせするサービスを開

始しましたので、ご希望される方は登録をお願いします。 

 

 

４．子育て支援事業の開始について 

 

今年度、加茂市では様々な子育て支援事業を新しく始めます。既に開始し

たものと準備が整ってきたものをご紹介いたします。 

 

①「かも子育て応援アプリ」の導入 

これは、「母子モ」という子育てアプリを加茂市版でリリースするものです。

母子の様々な記録ができる母子健康手帳の機能、子どもの予防接種や健診の
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日程などを通知する情報発信機能、またイベントの参加予約やスケジュール

管理、更にオンライン相談ができる機能など、多くの機能を備えています。 

このアプリは、全国で 450 以上の自治体で導入、または導入予定で、県内

でも 6 自治体が導入しています。このアプリの利用者が引っ越しや里帰りな

どにより利用する地域が変わった際に、移転先の自治体が母子モを導入して

いれば、郵便番号を入れるだけで地域を変更して同じ機能を使うことができ

ます。 

これから子育てが始まる方、既に子育て中の方、またそのご家族など、広

くご利用いただけます。利用開始は 7月 1日からです。窓口に手続や相談で

お越しになられた方にご案内するほか、広報、ホームページ、SNS でお知ら

せいたしますので、多くの方からご利用いただきたいと思います。 

 

②妊産婦メンタルヘルスオンライン健康相談 

日本産婦人科学会や株式会社アイセックの調べでは、うつ症状の妊産婦は

コロナ禍で従来の 2倍に増え、全体の 3割に達していることから、産後のメ

ンタルケアの重要性が高まっているところです。 

このような現状の中で、新潟大学医学部発のベンチャー企業である株式会

社アイセックが、妊産婦向け「うつ症状スクリーニング」と「オンライン健

康相談」を行うこととなり、加茂市はこの事業に取り組むことといたしまし

た。この事業は、妊産婦のメンタルヘルスオンライン相談としては全国初の

取り組みで、県内では加茂市のほかにも佐渡市が実施します。 

今年 1月から加茂市を含む県内外 5団体でこの事業の実証実験を行ったと

ころ、27人がスクリーニングを行って 6割強の 17人が相談の対象となり、2

名がオンライン相談に繋がりました。更に実際に医療機関の受診に繋がった

ケースもあり、妊産婦へのサポートとして効果は十分期待できます。 

妊娠届出の際の面談で不安がある方と、赤ちゃん訪問等で面談する方全員

から、スマートフォンで専用サイトにアクセスして、ご自身で質問項目の回
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答を入力していただき、サイト上で心身の状況を判断します。そこで医師と

の相談が必要と判定された方はオンライン健康相談の予約に繋げます。そこ

での医師との健康相談によりさらに専門の診療が必要であれば、改めて専門

の医療機関への受診をお勧めします。 

このサービスも、7 月から事業を開始します。育児に不安を抱える方への

一助となりますので、皆さんからスクリーニング検査を行っていただき、ご

自身の状態を確認していただければと思います。 

 

③産後ケア事業 

加茂市では、訪問や母子健康センターでの相談等により心身のケアを行っ

ていますが、令和 4年度は、妊産婦のデイサービスと宿泊を医療機関や助産

所に委託する事業を始めます。専門機関で助産師や看護師等の専門スタッフ

に見守られる中で、子育てに疲れた、不安があるといった方が心と体の休養

を取り、育児のサポートを受けることができます。対象とする期間は、国の

ガイドラインを参考に、メンタルヘルスケアの重要性が高いとされている出

産後 1年間です。 

この事業は既にスタートしていますので、育児に不安がある方などから、

ぜひご利用いただければと思います。 

 

④子育て応援パスポート 

これは、中学生までの子どもがいる世帯にパスポートをお送りし、市内の

協賛店で各種割引等のサービスを受けることができるというものです。 

協賛店の募集については、6月中旬に市内の商店等へ案内をお送りします。

合わせて、ホームページ、SNS、広報かもでも募集いたします。また、加茂商

工会議所からも、会報に掲載するなどのご協力をいただきます。協賛店は、

7 月末で一旦取りまとめ母子モやホームページに掲載しますが、その後も協

賛店の募集と掲載は継続し、協賛店の皆さまの PRにも努めていきます。 
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応援パスポートは、夏休みにご利用いただけるよう 8月には対象の世帯に

お送りする予定です。 

また、令和 5年度からは近隣市町のお店でも利用できる予定です。詳細は

決まり次第お知らせいたします。 

子育てを応援するまちとなるよう、多くの方々から協賛店に応募していた

だければと思います。また、多くの方々からご利用いただき、まちの活性化

に繋がればと思います。 

 

⑤ことばの教室の実施 

この教室は、言葉の発達に課題がある幼児一人一人に応じた訓練を行い、

子どもが持っている能力を十分に発揮できるよう支援していくことを目的と

した教室です。これまで、未就学児は加茂小学校内に設置している小学生対

象の言語通級教室に通所していました。この度、母子健康センターにおいて、

月 2回、年少児から年長児までの就学前の子どもとその保護者を対象にした

教室を開催することにいたしました。 

ことばの専門員が吃音や言葉が不明瞭などの課題に沿って、発音や発声の

練習や遊びを通して言葉の発達を促したり、やりとりを通じてコミュニケー

ション能力を育てたりするなど、言葉の様子に応じてきめ細かな支援を行い

ます。 

参加をご希望の方は、お気軽にこども未来課にご相談ください。 

 

 

５．まちづくりワークショップ「かも MIRAIカフェ」の開催について 

 

加茂市総合計画の基本的な考え方である「市民を主役・中心に据えたまち

づくり」を推進するため、これからの加茂をどんなまちにしたいか、それを

実現するにはどうしたらよいかを市民の皆さんと考え、話し合うための取組
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を開始いたします。 

「加茂のここは好き」「もっとこうだったらいいな」「これってどうなんだ

ろう？」などといった、皆さんがこのまちに対して抱いている思いを率直に

伝えあうこと、それぞれがまちに対して感じる視点を、ともにまちを歩く中

で共有しあうことを通して、まちとまちづくりをより身近に感じていただけ

るきっかけになればと考えています。 

なお、第１回目のワークショップは、昨年国の登録有形文化財に登録され

ました「清雲亭山重」さんの「山の蔵」を会場に行います。明治後期に建て

られた、かつての造り酒屋の醸造蔵で、桁
けた

行
ゆき

20メートルにも及ぶ土蔵空間を

体験する機会でもあります。 

高校生以上で、加茂市に関わりのある方であればどなたでも参加できます

ので、多くの方々のお申し込みをお待ちしています。 

 

 

６．移住促進プロジェクト「企業 PV」制作メンバー募集について 

 

加茂市への移住を検討している人向けに、市内の企業の魅力を発信する動

画を一緒に制作してくれる大学生を募集しています。制作期間は 6 月から 9

月までの 3か月間で、募集人数は 10人、申込期限を 6月 17日までとしてい

ます。制作した動画は今年度中に作成する移住定住サイトに掲載するほか、

ホームページ、SNSなどで情報発信をしていきます。 

まずは、参加する学生に加茂を知ってもらうため、6月 25日に市内まち歩

きを実施します。その後、企業への撮影・編集講座を受け、動画編集期間を

経て、9月下旬に完成発表会を予定しています。 

市内外から多くの大学生の応募をお待ちしています。 
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７．今後のまちづくりを担う「加茂市まちづくり CSO」の公募について 

 

加茂市では、国内最大級の人材データベースを持つ転職サイト「ビズリー

チ」を通じて、最高戦略責任者、CSOを公募しています。 

これから、加茂市総合計画に基づき、「市民を主役・中心に据えたまちづく

り」を推進するにあたり、戦略を立案・実行するリーダーの存在が必要不可

欠です。 

今回の募集は、総務省の実施する地域プロジェクトマネージャー制度を活

用したものです。募集は既に始まっていて、令和 4年 5月 31日から令和 4年

6月 27日までとなっています。 

「加茂市に移り住み、市民が主役のまちづくりを一緒に進めていきたい」

「まちの新しい歴史をつくっていきたい」という気概を持った方に、ぜひ来

ていただけたらと思います。 












